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６
⽉
４
⽇
︵
⼟
︶
に
熊
本
県
⾼
校

総
体
相
撲
競
技
⼤
会
が
⾏
わ
れ
ま
し

た
︒
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
︒ 

14
⼤
会
連
続
28
度
⽬
の
優
勝 

︵
先
︶
本
⽥
く
ん(

3T2
宇
⼟
鶴
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中) 

︵
⼆
︶
橘
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⼟
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⼤
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鶴
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下
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鶴
城
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下
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㎏
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㎏
Ộ
100
㎏
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２
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森
⽥
く
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本
渡
中) 

団
体
戦
優
勝
︑そ
し
て
上
位
独

占
と
い
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活
躍
で
⼤
会
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え

ま
し
た
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卒
業
⽣
の
川
副
圭
太
く
ん
︵
23
︶

が
６
⽉
10
⽇
に
宮
城
野
部
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に
⼊
⾨

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
︒⼊
⾨
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受
け
︑
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垣
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︵
元
横
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⽩
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⽯
浦
関
が
本
校
に
あ
い
さ
つ
に
訪
れ

ま
し
た
︒校
⻑
室
で
の
歓
談
後
︑親
⽅
︑

⽯
浦
関
︑
川
副
く
ん
と
相
撲
部
で
記

念
撮
影
を
し
︑激
励
の
⾔
葉
も
い
た
だ

き
ま
し
た
︒卒
業
⽣
の
活
躍
も
う
れ
し

い
で
す
ね
︒今
後
の
川
副
く
ん
の
活
躍

に
注
⽬
で
す
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５
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果
は
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と
お
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中
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中
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岩
⽥
く
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橋
本
く
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3F4
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蔵
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２
年
⽣
の
新
キ
ἀ
プ
テ
ン
川
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く
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と
３
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の
旧
キ
ἀ
プ
テ
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⽩
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く
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
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ま
し
た
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川
本
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中
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総
体
で
は
︑３
年
⽣
の
気
迫
あ
ふ
れ

る
試
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を
⾒
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こ
と
が
で
き
︑１
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年
⽣
に
は
と
て
も
い
い
刺
激
に
な
り

ま
し
た
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⽩
⽯
く
ん(

3T2
中
央
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最
後
の
⾼
校
総
体
で
は
団
体
・
個

⼈
の
２
冠
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒ 団

体
で
は
な
か
な
か
活
躍
で
き
ず
︑

チ
ổ
ム
皆
に
助
け
ら
れ
こ
の
チ
ổ
ム

で
本
当
に
良
か
ỵ
た
と
実
感
し
ま
し

た
︒ 個

⼈
戦
で
は
き
つ
い
場
⾯
も
あ
り

ま
し
た
が
︑⾃
分
の
プ
ラ
イ
ド
を
も
ỵ

て
︑皆
の
応
援
の
お
か
げ
で
最
後
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で

や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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九
州
イ
ン
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あ
る
の
で
感
謝

の
気
持
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を
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れ
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ベ
ス
ト
を
尽
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し
て
頑
張
り
ま
す
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体
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あ
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⼈
戦
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し
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で
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で
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れ
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し
た
︒⽩
⽯
く
ん
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本
く
ん
優
勝
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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今 後 の 予 定 
 ７月    

1 日(金) 
求人受付開始 
学校見学ツアー開始～10/29 

3 日(日) 
3 年 進研記述模試 
1,2 年 進研総合学力テスト 

4 日(月) 
3 年 SPI 対策テスト(15:50～) 
3 年 職業適性検査 

6 日(水) 委員会活動 

7 日(木) 
特編授業 
2 年 2 限授業 保護者会(午後) 

10 日(日) 第 1 回英語検定二次 

11 日(月) 
3 年 三者面談期間(放課後講座なし～7/15) 

3 年 クレペリン検査 
第 3 回就職ガイダンス(15:50～) 

14 日(木) 
特編授業 
１年 ２限授業 保護者会(午後) 

15 日(金) 学校交通安全日(676 回) 

16 日(土) 1 学期終業式 

19 日(火) 夏季課外 1,2 年～7/29 
3 年～8/3 

22 日(金) 3 年 就職希望者面談～29 

27 日(水) 中学オープンキャンパス 

 ８月   

3 日(水) 就職希望者直前指導 9:00～ 

4 日(木) 3 年 河合全統共通テスト模試～5 

17 日(水) 
夏季課外～20 
学校交通安全日(677 回) 

18 日(木) 
就職調査書提出 
3 年 面談強化指導期間～9/15 

22 日(月) 
2 学期始業式 
1,2 年 整理考査 4 限～6 限 

24 日(水) 委員会活動 

26 日(金) 就職希望者履歴書提出 

29 日(月) 教育実習開始 

 ９月   

2 日(金) 
就職応募書類発送 
就職試験合格祈願式 15:50～ 

3 日(土) 
1 年 F.T 出校日 
1 年 進路講演会 

4 日(日) 公務員試験開始 

10 日(土) 3 年 進連協共通テスト模試～11 

※予定は変更になる場合があります。 

⽣
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キャプテンの⽩⽯くん 団体優勝メンバー 

校⻑先⽣と川副くんと間垣親⽅ 

写真上:本⽥くん 下:川上くん 
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先
⾏
開
催
の
競
技
も
あ
り
ま
し
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が
６
⽉
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⽇
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⾼
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新
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コ
ロ
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ウ
イ
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拡
⼤
防
⽌
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総
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式
を
含
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒県
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校
総
体
の
総
合
開
会
式
は
︑
パ
ổ
ク

ド
ổ
ム
熊
本
で
各
学
校
15
⼈
以
内
の

制
限
の
も
と
開
催
さ
れ
︑⽂
徳
⾼
校
は

29
番
⽬
の
⼊
場
で
し
た
︒ 

 

今
年
の
⼤
会
は
︑
観
客
の
⼈
数
制

限
等
は
あ
り
ま
し
た
が
︑
屋
外
で
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競
技
で
は
観
客
を
⼊
れ
て
開
催
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
︒ 

 

⽇
ご
ろ
か
ら
様
々
な
制
限
の
も
と

練
習
を
⾏
い
︑体
調
管
理
を
続
け
︑⼤

会
で
全
⼒
を
出
す
姿
に
︑⼼
が
い
ỵ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
︒３
年
⽣
は
こ
れ
で
︑

引
退
と
な
り
ま
す
︒部
活
動
で
経
験
し

た
⼀
つ
ひ
と
つ
を
⼒
に
変
え
て
︑こ
れ

か
ら
の
進
路
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
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裏面がご家庭からの返信欄です 

 

広告 

目指せ、登録者 100 万人！ 

 

【祝⾓界⼊り！】川副圭太くん、間垣親⽅(元横綱⽩鵬)、⽯浦関が 
⽂徳に！【超緊張】 

 
 
 
 
 

QR コード 

部 活 動 表 彰 令和４年度 熊本県⾼等学校総合体育⼤会・総合⽂化祭 
◆硬式テニス部◆ 
団体３位 

城⾕くん(3JS2 富合中) 池⽥くん(3JS3 ⻄合志中) 
和⽥くん(2JS1 京陵中) 中野くん(2JS1 ⽂徳中) 
駒井くん(2F1 京陵中) 
 

◆男⼦ソフトボール部◆ 
３位 

芥川くん(3T1 住吉中)   安部くん(3T1 宇⼟鶴城中) 
碇くん(3T1 ⻯南中)    本⽥くん(3T1 宇⼟鶴城中) 
⼭住くん(3T1 三和中)   ⽥⾕くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
⼭本くん(3T2 益城中)   加來くん(2T1 網⽥中) 
⽊下くん(2T1 桜⽊中)   ⼭下くん(2T1 宇⼟鶴城中) 
⿑藤くん(2T2 宇⼟鶴城中) 深⽥くん(2T2 宇⼟鶴城中) 
⼭⼝くん(2T2 松橋中)   鶴⻑くん(1T1 ⽜深東中) 
⾺場くん(1T1 ⽜深中)   和⽥くん(1T1 ⼩川中) 
三原くん(1T2 桜⽊中) 

 
◆⼥⼦ソフトボール部◆ 
３位 

川邉さん(3F2 宇⼟鶴城中) 髙園さん(3F2 阿蘇中) 
松尾さん(3F2 ⼤⽮野中)  岸本さん(3F2 宇⼟鶴城中) 
濱さん(3F2 飽⽥中)    ⽶⼭さん(3F2 菊池南中) 
⼤塚さん(3F2 南関中)   丸⼭さん(3F3 本渡中) 
清永さん(3F3 宇⼟鶴城中) 瀬々井さん(3F3 東部中) 
城さん(3F3 東部中)    溜渕さん(3F3 東部中) 
中本さん(3F3 阿蘇中)   ⽶澤さん(2F2 合志中) 
⼩幡さん(2F2 ⼤⽮野中)  原⽥さん(2F3 ⽜深中) 
野嶋さん(2F3 本渡中)   友⽥さん(2F4 ⼀の宮中) 

 
◆バドミントン部◆ 
男⼦ 団体２位 

布⽥くん(3F1 ⿓⽥中)    松葉くん(3F4 ⻯南中) 
⼤堂くん(3ST 武蔵ヶ丘中)  ⻘⽊くん(2F1 帯⼭中) 
通⼭くん(2F3 ⼒合中)    鋤崎くん(2T1 ⿓⽥中) 
荒⽊くん(2T2 楠中)     原⽥くん(2T1 荒尾第三中) 

 
◆囲碁将棋部◆ 
団体 第４位 
吉良くん(3F1 井芹中) ⽥中くん(3F2 合志中) 平林くん(2F4 楠中) 

◆相撲部◆ 
団体戦優勝 (14 ⼤会連続 28 度⽬の優勝) 
（先）本⽥くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
（⼆）橘くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
（中）⼤⼿くん(2T1 宇⼟鶴城中) 
（副）⼭下くん(2T1 ⿅児島⾼尾野中) 
（⼤）川上くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
無差別級 優勝 ⼭下くん(2T1 ⿅児島⾼尾野中) 

〃    ２位 本⽥くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
〃    ３位 ⼤⼿くん(2T1 宇⼟鶴城中) 

橘くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
100kg 以上級 優勝 本⽥くん(3T2 宇⼟鶴城中) 

〃        ２位 川上くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
〃       ３位 ⼭下くん(2T1 宇⼟鶴城中) 

橘くん(3T2 宇⼟鶴城中) 
80kg〜100kg 未満級 ２位 森⽥くん(2T2 本渡中) 
 
◆ソフトテニス部◆ 
男⼦ 団体優勝 

岩⽥くん(3F2 託⿇中) 橋本くん(3F4 武蔵ヶ丘中) 
⼭内くん(3T1 本渡中) 佐伯くん(3T2 湖東中) 
⽩⽯くん(3T2 中央中) 福⽥くん(2F3 ⽔上中) 
村⽥くん(2F3 七城中) 川本くん(2T2 中央中) 

個⼈ 優勝 
⽩⽯くん(3T2 中央中) 川本くん(2T2 中央中) 

個⼈ ８位 
岩⽥くん(3F2 託⿇中) 橋本くん(3F4 武蔵ヶ丘中) 

 
◆空⼿道部◆ 
⼥⼦団体組⼿ ２位 

⽥上さん(2F2 合志中) 今村さん(2F2 ⿅児島出⽔中) 
⽶村さん(2F3 天明中) 古賀さん(2F4 ⽟名有明中) 
枝村さん(1F2 花陵中) 本⽥さん(1F3 ⼤津北中) 
⽵ノ内さん(1F4 ⼤津北中) 

⼥⼦個⼈組⼿ ３位 ⽥上さん(2F2 合志中) 
⼥⼦個⼈形   ３位 橋本さん(1F1 千丁中) 
男⼦個⼈形   ３位 村上くん(1T1 ⽇吉中) 
 
◆剣道部◆ 
男⼦個⼈３位 城くん(3T2 菊池南中) 

男⼦バレーボール部 空⼿道部男⼦  男⼦ハンドボール部 

⼥⼦ソフトボール部 囲碁将棋部 男⼦ソフトボール部 

硬式テニス部 ⼸道部 空⼿道部⼥⼦  

卓球部 

総⽂祭 美術部 

放送部 発声練習の様⼦ 



文 徳 点 描 2022 年 7 月 4 日(月）発行 第 644 号 3 

◆
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⼝ 
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先
⽣ 
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⺠ 

普
通
科
進
特
コ
ー
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◆
九
州
ル
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テ
ル
学
院
⼤
学  

⼈
⽂
学
部
⼼
理
臨
床
学
科 

◆
⾼
校
時
の
部
活 

バ
ス
ケ
部 

◆
⾼
校
の
思
い
出
は
？ 

毎
⽇
︑朝
か
ら
⼣
⽅
ま
で
友
達
と
ず

ỵ
と
話
し
て
る
だ
け
の
⽇
常
が
⼀
番

の
思
い
出
で
す
︒本
当
に﹁
学
校
に
来

る
こ
と
﹂︑学
校
に
来
て
︑﹁
友
達
と
話

を
す
る
毎
⽇
﹂が
楽
し
か
ỵ
た
で
す
︒ 

◆
教
育
実
習
で
勉
強
に
な
っ
た
こ
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
⽤
の
仕
⽅
に
つ

い
て
は
︑⿊
板
と
電
⼦
⿊
板
の
バ
ラ
ン

ス
の
使
い
分
け
で
す
︒あ
と
︑⽣
徒
と

の
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
の
取
り
⽅

で
す
︒授
業
内
外
で
の
メ
リ
ハ
リ
や
区

別
が
難
し
か
ỵ
た
で
す
︒ほ
か
に
は
︑ 

先
⽣
が
⽣
徒
や
ク
ラ
ス
実
態
を
踏
ま

え
て
授
業
づ
く
り
︑設
計
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
︒ 

◆
⼤
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と 

教
員
採
⽤
試
験
に
む
け
て
の
勉
強

と﹁
き
Ỹ
う
だ
い
児
﹂の
研
究
で
す
︒ 

﹁
き
Ỹ
う
だ
い
児
﹂と
は
障
が
い
の
あ

る
⼦
ど
も
の
兄
弟
姉
妹
の
こ
と
で
す
︒

き
Ỹ
う
だ
い
児
⽀
援
の
現
状
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
︒ 

◆
⾼
校
⽣
活
で
進
路
実
現
に
向
け
て

⼤
事
な
こ
と 

⾃
分
で
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
⼤
切
で
す
︒親
か
ら
⾔
わ
れ
た
か

ら
な
ど
は
絶
対
に
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
︒私
は
︑⾼
校
受
験
で
⼀
度
失
敗
し

て
い
ま
す
︒後
々
分
析
し
て
み
れ
ば
︑

親
が﹁
こ
こ
に
⾏
き
な
さ
い
﹂と
⾔
ỵ

た
か
ら
と
い
う
の
が
志
望
動
機
だ
ỵ

た
か
ら
で
す
︒そ
の
反
省
を
活
か
し
て

⼤
学
受
験
の
際
に
⾃
分
で
決
定
し
た

の
で
︑そ
の
決
定
に
責
任
を
持
つ
こ
と

が
で
き
︑勉
強
に
集
中
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒そ
し
て
︑第
⼀

志
望
の
⼤
学
に
受
か
り
ま
し
た
︒ 

◆
⾼
校
⽣
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ 

今
︑た
く
さ
ん
遊
ん
で
︑た
く
さ
ん

勉
強
し
て
︑全
⼒
で
こ
の
⾼
校
⽣
活
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
︒ 

 

◆
藤
⼭ 

光
先
⽣ 

数
学 

普
通
科
普
通
コ
ー
ス
卒
業 

◆
⼤
分
⼤
学
理
⼯
学
部 

共
創
理
⼯
学
科 

数
理
科
学
専
攻 

◆
⾼
校
の
思
い
出
は
？ 

⽂
化
祭
で
F1
ク
ラ
ス
の
全
員
で
遅

く
ま
で
準
備
し
︑当
⽇
︑全
員
で
協
⼒

し
て
出
店
を
回
し
た
こ
と
で
す
︒ 

◆
教
育
実
習
で
勉
強
に
な
っ
た
こ
と 

授
業
を
も
ỵ
と
柔
軟
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
︑多
く
の
先
⽣
⽅

に
助
⾔
を
い
た
だ
き
︑授
業
中
に
も
ỵ

と
⽣
徒
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
︒ 

◆
⼤
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と 

数
学
の
研
究
と
そ
の
準
備
の
た
め

の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
︒特
に
︑波
動
⽅

程
式
︑
熱
⽅
程
式
に
つ
い
て
で
す
︒ 

◆
⾼
校
⽣
活
で
進
路
実
現
に
向
け
て

⼤
事
な
こ
と 

早
い
時
期
に
⽅
向
性
を
決
め
て
お

き
︑妥
協
せ
ず
に
頑
張
る
こ
と
で
す
︒ 

◆
⾼
校
⽣
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ 

健
康
に
気
を
付
け
つ
つ
︑勉
学
に
励

み
︑⾃
分
⾃
⾝
の
夢
を
追
求
し
て
い
ỵ

て
く
だ
さ
い
︒ 

◆
⽦
⽥ 

美
紅
先
⽣ 

中
学
社
会 

普
通
科
東
⼤
・
医
進
コ
ー
ス
卒
業 

◆
九
州
⼤
学 

芸
術
⼯
学
府 

 

芸
術
⼯
学
専
攻 

⾳
響
設
計
コ
ー
ス 

◆
⾼
校
時
の
部
活 

茶
道
同
好
会 

◆
⾼
校
の
思
い
出
は
？ 

３
年
⽣
の
と
き
に
体
育
⼤
会
の
⼈

⽂
字
係
の
リ
ổ
ダ
ổ
を
し
ま
し
た
︒普

段
か
か
わ
る
こ
と
の
な
い
⼈
と
⼀
緒

に
︑う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
な

が
ら
も
︑１
つ
の
⽬
標
に
向
け
て
頑
張

る
こ
と
が
で
き
て
︑と
て
も
楽
し
か
ỵ

た
で
す
︒ 

あ
と
︑茶
道
で
の
お
茶
会
で
︑来
て

く
れ
た
お
客
様
だ
け
で
な
く
︑⼀
緒
に

お
茶
会
を
す
る
仲
間
に
も
気
を
配
り
︑

察
し
︑⼈
の
た
め
に
動
く
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
り
ま
し
た
︒ 

◆
教
育
実
習
で
勉
強
に
な
っ
た
こ
と 

学
校
の
先
⽣
は
⽣
徒
が
思
ỵ
て
い

る
以
上
に
忙
し
く
︑授
業
ひ
と
つ
す
る

に
し
て
も
裏
で
準
備
を
重
ね
て
い
る

こ
と
で
す
︒︵
特
に
︑⾼
校
⽣
の
と
き

は
︑興
味
の
な
い
授
業
は
寝
て
い
た
り
︑

内
職
し
た
り
し
て
い
た
の
で
︑今
更
な

が
ら
と
て
も
も
ỵ
た
い
な
い
こ
と
を
し

た
な
︑と
当
時
の
先
⽣
⽅
に
申
し
訳
な

い
な
と
思
い
ま
し
た
︒︶あ
と
︑⽣
徒

に
は
⾒
え
な
い
と
こ
ろ
で
︑⽣
徒
の
こ

と
を
思
ỵ
て
職
務
に
あ
た
ỵ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
︒ 

そ
し
て
︑ど
ん
な
⼈
と
で
も
コ
ミ
ἁ

ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
が
と
れ
る
こ
と
は
⼤

事
だ
と
思
い
ま
し
た
︒ 

◆
⼤
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と 

 

オ
ổ
ケ
ス
ト
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
研
究
し
た
り
︑障
が
い
の
あ
る

学
⽣
へ
の
⽀
援
活
動
を
⾏
ỵ
た
り
し

て
い
ま
す
︒⾳
響
設
計
コ
ổ
ス
に
い
る

の
で
︑コ
ン
サ
ổ
ト︵
楽
器
︶の
お
⼿

伝
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒場
合

に
よ
ỵ
て
は
︑会
場
の
床
や
壁
を
叩
い

て
み
て
︑響
き
を
聞
い
て
︑﹁
ど
こ
に

楽
器
を
配
置
し
た
ら
い
い
か…

﹂と
検

討
し
ま
す
︒ 

 

障
が
い
の
あ
る
学
⽣
へ
の
⽀
援
で

は
︑学
内
に
い
る
⽿
か
ら
の
情
報
取
得 

◆
⾺
場 

⼀
誌
先
⽣ 

公
⺠ 

普
通
科
進
特
コ
ー
ス
卒
業 

◆
熊
本
学
園
⼤
学
経
済
学
部 

リ
ー
ガ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
学
科 

刑
法
専
攻 

◆
⾼
校
の
思
い
出
は
？ 

 

⽣
徒
会
副
会
⻑
︑応
援
団
︑⽂
化
祭

で
の
ダ
ン
ス
ス
テ
ổ
ジ
で
す
︒ 

 

当
時
は
︑
周
囲
の
先
⽣
⽅
や
友
⼈

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
︑貴
重
な
経
験
を

た
く
さ
ん
積
み
ま
し
た
︒そ
の
結
果
が

あ
ỵ
た
か
ら
こ
そ
︑今
が
あ
る
と
い
え

ま
す
︒授
業
や
受
験
勉
強
︑⾏
事
を
両

⽴
さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
⼤
変
で
し

た
が
︑﹁
思
い
出
﹂と
い
う
⼀
⽣
残
る

宝
物
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒ 

◆
教
育
実
習
で
勉
強
に
な
っ
た
こ
と 

教
員
の
⾒
え
な
い
仕
事
の
⼤
変
さ

と
⽣
徒
理
解
の
難
し
さ
で
す
︒ 

 

憧
れ
を
も
ỵ
て
い
た
部
分
の
現
実

や
︑理
想
︑イ
メ
ổ
ジ
通
り
に
い
か
な

い
授
業
な
ど
︑⾃
分
の
無
⼒
さ
を
感
じ 

が
難
し
い
学
⽣
の
た
め
に
︑⼀
緒
に
授

業
に
参
加
し
て
︑先
⽣
の
発
⾔
を
３
Ộ

４
⼈
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
タ
イ
ピ
ン
グ

し
て
字
幕
に
し
て
い
ま
す
︒パ
ソ
コ
ン

ノ
ổ
ト
テ
イ
ク
と
い
う
お
⼿
伝
い
で

す
︒ 

◆
⾼
校
⽣
活
で
進
路
実
現
に
向
け
て

⼤
事
な
こ
と 

 

苦
⼿
科
⽬
か
ら
逃
げ
な
い
こ
と
︑他

⼈
に
何
を
⾔
わ
れ
て
も
⾃
分
を
信
じ

て
コ
ツ
コ
ツ
勉
強
す
る
こ
と
で
す
︒私

は
︑数
学
が
ず
ỵ
と
苦
⼿
で
逃
げ
て
き

た
ツ
ケ
が
受
験
で
ま
わ
ỵ
て
き
て
︑か

な
り
⾜
を
引
ỵ
張
り
ま
し
た
︒勉
強
は

結
果
が
す
ぐ
に
出
る
も
の
で
も
な
く

て
︑す
ご
く
苦
し
い
と
は
思
う
の
で
す

が
︑﹁
私
な
ら
で
き
る
！
﹂と
信
じ
て
︑

⽇
々
淡
々
と
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ỵ

て
い
く
こ
と
︑あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が

⼤
切
で
す
︒ 

  

ま
し
た
︒座
学
や
模
擬
授
業
で
い
く
ら

う
ま
く
い
ỵ
て
も
︑現
実
は
そ
う
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
︒ま
た
︑⾒
え
な
い

仕
事
と
し
て
総
会
の
お
⼿
伝
い
や
︑Ｌ

Ｈ
Ｒ
な
ど
︑学
⽣
時
代
に
は
全
く
気
付

か
な
か
ỵ
た
先
⽣
⽅
の
苦
労
を
知
り
︑

仕
事
の
⼤
変
さ
と
⽣
徒
へ
の
想
い
の

伝
わ
り
づ
ら
さ
を
学
び
ま
し
た
︒ 

◆
⼤
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と 

 

ダ
ン
ス
と
課
外
講
座
で
す
︒⼤
学
で

は
ダ
ン
ス
を
中
⼼
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
︒も
ち
ろ
ん
授
業
や
卒
論
も
や

り
ま
す
︒授
業
後
や
休
⽇
を
使
ỵ
て
プ

ロ
モ
ổ
シ
ἂ
ン
ビ
デ
オ
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
︒ま
た
︑⼤
学
４
年

間
で
︑﹁
伝
え
る
⼒
﹂が
⾜
り
な
い
と

感
じ
課
題
講
座
で
学
ん
で
い
ま
す
︒Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
物

事
を
伝
え
る
重
要
性
が
よ
り
認
識
さ

れ
て
き
て
い
る
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
︑

精
⼒
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒ 

◆
⾼
校
⽣
活
で
進
路
実
現
に
向
け
て

⼤
事
な
こ
と 

 

⽬
標
を
⾒
失
わ
ず
︑
進
路
先
の
⼀

つ
先
を
考
え
る
こ
と
で
す
︒ 

 

﹁
何
の
た
め
に
そ
の
進
路
な
の
か
﹂

が
１
番
⼤
切
だ
と
思
い
ま
す
︒成
績
的

に
い
け
る
︑憧
れ
の
先
輩
が
い
る
な
ど

理
由
は
様
々
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
︒

た
だ
し
︑そ
の
先
に
何
が
待
ỵ
て
い
る

か
を
必
ず
調
べ
て
く
だ
さ
い
︒私
は
︑ 

◆
⾼
校
⽣
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

⾊
々
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を
は

ỵ
て
︑﹁
あ
れ
も
⾯
⽩
い
︑こ
れ
も
⾯

⽩
い
！
﹂と
思
え
る
こ
と
を
増
や
し
て

く
だ
さ
い
︒そ
れ
が
︑⾃
分
の
進
路
に

結
び
付
く
こ
と
も
あ
る
し
︑⼈
⽣
が
よ

り
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
︒
16
Ộ

18
歳
の
時
期
は
本
当
に
な
ん
に
で
も

な
れ
ま
す
︒⾃
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
︑

⾊
々
な
経
験
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒ 

                

教
育
学
部
で
は
な
い
の
に
教
育
実
習

に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒教
員
志

望
だ
か
ら
教
育
学
部
し
か
ダ
メ
！
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
時
代
と
い
う
こ

と
で
す
︒誰
で
も
素
敵
な
未
来
が
待
ỵ

て
い
る
と
信
じ
て
く
だ
さ
い
︒ 

◆
⾼
校
⽣
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

﹁
今
だ
け
な
の
か
︑今
し
か
な
の
か
﹂ 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
︑不
⾃
由
な

⽣
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
︒た
だ
︑

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
⽣
活
と
い
う
の
も

貴
重
な
体
験
の
⼀
つ
で
す
︒現
状
の
不

平
不
満
を
ど
う
改
善
し
て
き
た
の
か
︑

少
な
く
と
も
私
の
担
当
し
た
ク
ラ
ス

の
⽅
々
に
は
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
︒

⾼
校
⽣
だ
け
の
時
間
や
サ
ổ
ビ
ス
は

と
こ
と
ん
⽢
え
︑使
ỵ
て
い
い
で
し
Ỹ

う
︒⼀
⽅
︑⾼
校
⽣
で
は
な
い
⼈
で
も

受
け
ら
れ
る
時
間
や
サ
ổ
ビ
ス
で
浪

費
し
て
い
る
な
と
思
ỵ
た
ら
気
を
付

け
ま
し
Ỹ
う
︒と
き
に
悩
み
︑苛
⽴
ち
︑

苦
し
み
︑逃
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も

あ
る
で
し
Ỹ
う
︒友
達
︑先
⽣
⽅
は
毎

⽇
皆
さ
ん
の
こ
と
を
待
ỵ
て
く
れ
て

い
ま
す
よ
︒こ
の
学
び
舎
か
ら
⾶
び
⽴

ỵ
た
者
同
⼠
︑い
つ
か
お
酒
⽚
⼿
に
語

り
合
い
ま
し
Ỹ
う
ね
！
２
週
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
︒ 

   崇城⼤学通信 No.120  
抗ウイルス薬・抗悪性腫瘍薬開発に挑戦！  

〜新ヌクレオシドで新たな治療薬を〜 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

薬学部 薬学科 
井本 修平（いもと しゅうへい）教授 

ヌクレオシドは、DNA や RNA を構成する成分で、細胞
内代謝やエネルギー供与など⽣体内の重要な役割に関与し
ています。⼀⽅、化学的に合成されたヌクレオシドの中に
は、抗ウイルス作⽤や抗腫瘍活性を持つものが知られてお
り、実際に薬として⽤いられているものが沢⼭あります。
私は、有機合成化学という技術を⽤いて抗ウイルス作⽤や
抗腫瘍活性を持つ「新しいヌクレオシド」を作っています。
具体的には、B 型肝炎ウイルス（HBV）や新型コロナウイ
ルス(SARS-CoV-2)に対して抗ウイルス作⽤を⽰すヌクレ
オシドや、副作⽤が少なくかつ強⼒な抗がん作⽤を持つヌ
クレオシドの開発を⽬指しています。合成した化合物の⽣
物学的評価結果に基づいて、新しいヌクレオシドの設計と
合成を繰り返し、ウイルスやがんに対する新しい薬の開発
につなげていきます。薬への道は⻑く険しいですが、⽬に
⾒えない分⼦をブロックのように組み⽴て、その分⼦が病
気を治す未来を夢⾒みて共同研究の先⽣⽅とともに⽇々奔
⾛しています。 

⾺場先⽣の研究授業を参観する⽦⽥先⽣ 
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１
年
普
通
科 

 

⼊
学
式
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
︒厳

か
な
雰
囲
気
の
な
か
希
望
に
満
ち
た

１
年
⽣
が
と
て
も
輝
い
て
⾒
え
ま
し

た
︒コ
ロ
ナ
の
影
響
で
私
た
ち
の
⽣
活

は
⼤
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
︑真
新
し

い
制
服
に
⾝
を
包
み
今
か
ら
始
ま
る

⾼
校
⽣
活
に
胸
を
と
き
め
か
せ
参
列

し
て
い
る
１
年
⽣
か
ら﹁
前
に
﹂向
か

お
う
と
す
る
強
い
⼒
を
感
じ
ま
し
た
︒

失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
挑
戦
し
て

ほ
し
い
︑そ
う
願
い
な
が
ら
⾼
校
⽣
活

を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

朝
課
外
が
始
ま
り
︑少
し
⼤
変
そ
う

で
す
が
︑毎
⽇
⾃
分
で
起
き
︑登
校
し

て
い
ま
す
︒え
ら
い
！
私
が
起
こ
し
た

こ
と
は
⼀
度
も
あ
り
ま
せ
ん
︒ 

１
年
普
通
科 

 

朝
課
外
が
始
ま
り
︑毎
⽇
忙
し
く
し

て
い
ま
す
が
︑楽
し
く
登
校
で
き
て
い

る
よ
う
で
安
⼼
し
て
い
ま
す
︒３
年
間

充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
い
い
な
と

思
ỵ
て
い
ま
す
︒ 

             

１
年
普
通
科 

 

⼊
学
し
て
か
ら
︑課
外
も
始
ま
り
や

ỵ
と
学
校
⽣
活
に
慣
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
︒⾼
校
⽣
に
も
な
る
と
あ
ま
り

学
校
で
の
出
来
事
な
ど
も
話
し
て
く

れ
な
く
な
る
の
で
︑こ
の
よ
う
な
広
報

誌
で
学
校
の
様
⼦
が
分
か
り
︑と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
︒将
来
を
⾒
据
え
て
︑

⾼
校
⽣
活
を
楽
し
ん
で
過
ご
せ
た
ら

と
思
ỵ
て
い
ま
す
︒ 

              

１
年
普
通
科 

 

⼊
学
式
で
は
︑
先
⽣
⽅
が
⽣
徒
た

ち
を
し
ỵ
か
り
導
い
て
く
だ
さ
る
学

校
な
ん
だ
な
と
感
じ
︑親
と
し
て
も
⼼

強
く
感
じ
ま
し
た
︒家
で
は
︑今
の
と

こ
ろ
割
と
落
ち
着
い
た
⽣
活
を
送
れ

て
い
る
様
⼦
で
す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

⼊
学
式
か
ら
２
か
⽉
し
か
経
ỵ
て

い
ま
せ
ん
が
︑⾼
校
⽣
活
に
は
い
ろ
い

ろ
⾏
事
が
あ
り
︑忙
し
く
し
て
い
る
よ

う
で
す
︒少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
る
よ
う

で
︑
う
れ
し
く
思
い
ま
す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

⼊
学
後
︑﹁
⾼
校
の
先
⽣
⽅
の
授
業

は
楽
し
く
て
わ
か
り
や
す
い
﹂と
毎
⽇

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
登
校
し
て
い
ま

す
︒苦
⼿
な
理
数
教
科
も
頑
張
ỵ
て
い

る
よ
う
で
す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

体
育
⼤
会
︑
来
年
は
感
染
症
対
策

を
し
た
う
え
で
⻘
春
の
思
い
出
の
１

つ
と
し
て
配
信
で
は
な
く
︑熱
気
や
先

輩
⽅
の
姿
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
開
催

で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
︒今
後

と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

﹁
⽂
徳
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
チ
ἀ
ン
ネ

ル
﹂毎
回
と
ỵ
て
も
楽
し
く
拝
⾒
し
て

い
ま
す
︒内
容
も
⾯
⽩
く
て
⽂
徳
⾼
校

の
中
⾝
が
⾒
え
て
﹁
グ
ỿ
ド
﹂
で
す

ね
！ 

１
年
普
通
科 

 

学
校
⽣
活
や
通
学
に
慣
れ
き
ら
な

い
ま
ま
︑朝
課
外
が
始
ま
り
︑毎
⽇
︑

課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
︑⼩
テ
ス
ト
の

勉
強
を
し
た
り
︑追
わ
れ
て
い
る
印
象

で
す
︒も
う
少
し
慣
れ
て
く
れ
ば
⾃
分

な
り
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ἁ
ổ
ル
が
で
き

て
く
る
の
か
な
と
思
ỵ
て
い
ま
す
︒学

校
⽣
活
は
楽
し
い
と
⾔
ỵ
て
︑よ
く
学

校
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
︒ま
だ

﹁
き
つ
い
﹂と
思
う
こ
と
の
⽅
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑合
格
通
知
を
も

ら
ỵ
た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過

ご
し
て
ほ
し
い
で
す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

最
近
︑⼦
ど
も
が﹁
失
敗
﹂の
こ
と

を
前
向
き
に
と
ら
え
る
発
⾔
が
多
々

⾒
ら
れ
ま
し
た
︒⽂
章
を
読
ん
で
い
て
︑

⽇
ご
ろ
か
ら
先
⽣
が
そ
う
⾔
ỵ
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
︑そ
う
い
う
考
え
が
⾃

然
と
⾝
に
つ
い
て
い
る
の
か
な
と
感

じ
ま
し
た
︒学
校
⽣
活
が
と
て
も
楽
し

い
よ
う
で
す
︒あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
︒ 

１
年
普
通
科 

 

⼊
学
し
て
約
２
か
⽉
︒あ
ま
り
活
発

な
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑部

活
に
は
⼊
ら
な
い
選
択
を
し
ま
し
た
︒

少
し
残
念
な
気
も
し
ま
す
が
︑席
が
近

く
の
⽣
徒
さ
ん
と
は
話
し
た
り
し
て

い
る
よ
う
で
︑勉
強
の
⽅
も
⾃
分
の
ペ

ổ
ス
で
頑
張
ỵ
て
い
る
よ
う
で
す
︒家

で
も
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
が
多
く
︑

勉
強
の
ペ
ổ
ス
も
本
⼈
に
任
せ
て
い

ま
す
︒⼊
試
の
わ
り
と
直
前
︑第
⼀
志

望
校
を
変
更
し
︑
⽂
徳
を
選
び
少
し

⼼
配
し
ま
し
た
が
︑本
⼈
に
は
合
ỵ
て

る
み
た
い
で
︑よ
か
ỵ
た
と
思
ỵ
て
い

ま
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
体
育
⼤
会
の
開
催

⼤
変
だ
ỵ
た
と
思
い
ま
す
が
︑あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒直
接
観
覧
で
き

な
く
て
も
動
画
配
信
を
し
て
頂
き
様

⼦
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

少
し
ず
つ
⾏
事
が
で
き
る
こ
と
願
ỵ

て
い
ま
す
︒ 

 

勉
強
の
⽅
で
は
か
な
り
難
し
く
な

ỵ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
︒こ
の
⼀
年

を
ど
う
過
ご
す
か
が
来
年
に
か
か
ỵ

て
く
る
と
思
い
ま
す
︒⼦
供
の
意
思
を

⼤
切
に
そ
し
て
親
⼦
で
し
ỵ
か
り
話

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

今
年
度
の
⼊
学
式
の
記
事
を
拝
⾒

し
︑１
年
前
を
思
い
出
し
ま
し
た
︒⼼

新
た
に
今
年
度
も
サ
ポ
ổ
ト
を
頑
張

ỵ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
︒情
報
発

信
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
︒ 

 

最
近
︑
県
⽴
⾼
校
で
の
課
外
⾒
直

し
が
話
題
に
な
ỵ
て
い
ま
す
が
︑⽂
徳

⾼
校
で
は
︑今
後
ど
う
な
る
の
か
な
？

…

︒可
能
で
あ
れ
ば
⽅
向
性
を
教
え
て

く
だ
さ
い
︒ 

２
年
普
通
科 

 

毎
⽇
︑楽
し
く
学
習
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
姿
を
⾒
る
と
嬉
し
く
思
い

ま
す
︒こ
れ
も
先
⽣
⽅
に
お
⾒
守
り
い

た
だ
き
︑ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
お
か
げ
で
す
︒今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
︒ 

              
２
年
普
通
科 

 
宿
題
︑
部
活
と
毎
⽇
忙
し
く
頑
張

ỵ
て
い
ま
す
︒無
理
は
し
な
い
よ
う
に

楽
し
い
⾼
校
⽣
活
を
送
ỵ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
２
年
⽣
と
な
り
︑

思
う
よ
う
⽣
活
が
で
き
な
か
ỵ
た
中
︑

少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
戻
し
つ
つ
あ

る
か
と
思
い
ま
す
︒新
し
い
ク
ラ
ス
︑

友
達
︑⽇
々
の
⽣
活
に
早
く
慣
れ
て
く

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

２
年
⽣
に
な
り
︑ク
ラ
ス
に
な
じ
め

る
か
⼼
配
で
し
た
が
︑毎
⽇
楽
し
く
し

て
い
る
よ
う
で
安
⼼
し
ま
し
た
︒ 

２
年
普
通
科 

 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
の
運
動
会
の

様
⼦
が
⾒
ら
れ
︑う
れ
し
か
ỵ
た
で
す
︒

来
年
は
⽬
の
前
で
⾒
て
み
た
い
で
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

体
育
⼤
会
が
で
き
た
こ
と
は
よ
か

ỵ
た
で
す
が
︑コ
ロ
ナ
で
リ
レ
ổ
な
ど

を
な
く
し
体
育
館
で
⾏
わ
れ
︑残
念
で

し
た
︒他
校
も
同
じ
時
期
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
︑⽂
徳
の
内
容
が
⼀
番

か
わ
い
そ
う
で
し
た
︒コ
ロ
ナ
禍
で
ほ

と
ん
ど
⾏
事
が
な
く
︑体
育
⼤
会
く
ら

い
思
い
切
り
や
ら
せ
て
あ
げ
た
か
ỵ

た
で
す
︒来
年
は
⾬
に
も
左
右
さ
れ
ず

す
べ
て
の
競
技
が
で
き
る
よ
う
︑パ
ổ

ク
ド
ổ
ム
で
実
施
し
て
ほ
し
い
で
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

あ
ỵ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
︑２

年
⽣
と
な
り
ま
し
た
︒﹁
中
だ
る
み
﹂

と
な
ら
な
い
よ
う
︑⽬
標
に
向
か
ỵ
て

頑
張
ỵ
て
ほ
し
い
で
す
︒親
と
し
て
も

し
ỵ
か
り
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

⾼
校
総
体
が
⾏
わ
れ
て
い
ま
す
ね
︒

新
聞
で
⽂
徳
⾼
校
の
⽣
徒
さ
ん
の
活

躍
を
知
り
嬉
し
く
思
ỵ
て
い
ま
す
︒娘

の
あ
と
⼀
年
︑悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
練

習
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
︒ 

２
年
普
通
科 

 

念
願
の
体
育
⼤
会
も
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
︑当
た
り
前
に
で
き
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
ỵ
て
く
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
︒学
習
⾯
に
お
い
て
も
⼤
事

な
時
期
な
の
で
家
族
も
全
⼒
で
サ
ポ

ổ
ト
し
て
い
く
の
で
︑楽
し
い
⾼
校
⽣

活
を
送
ỵ
て
ほ
し
い
で
す
︒ 

             
２
年
理
⼯
科 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
体
育
⼤
会
︒
天
候
も

悪
く
︑⾊
々
と
制
限
さ
れ
る
中
で
の
実

施
は
ご
苦
労
だ
ỵ
た
と
思
い
ま
す
︒無

事
に
開
催
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒来
年
こ
そ
は
︑応

援
に
⾏
き
た
い
で
す
︒ 

２
年
理
⼯
科 

 

体
育
⼤
会
や
総
体
な
ど
︑
こ
の
状

況
な
ら
で
は
の
⼯
夫
を
凝
ら
し
た
形

で
少
し
ず
つ
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
︑⾃
分
⾃
⾝
ウ
ỻ
ズ
コ
ロ
ナ
を
よ
う

や
く
受
け
⼊
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
︑こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ

の
経
験
も
さ
せ
て
も
ら
え
た
よ
う
に

思
い
ま
す
︒今
︑こ
の
瞬
間
に
は
も
う

⼆
度
と
戻
れ
な
い
か
ら
こ
そ
︑⼀
瞬
⼀

瞬
を
⼤
切
に
後
悔
の
な
い
よ
う
に
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
︒ 

                

３
年
普
通
科 

 

い
よ
い
よ
最
後
の
学
年
と
な
り
ま

し
た
︒⾃
分
の
⽬
標
に
向
か
ỵ
て
努
⼒

が
必
要
で
す
︒結
果
は
本
⼈
次
第
で
す
︒ 

３
年
普
通
科 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
︑い
よ
い
よ
⾼
校
最

後
の
年
に
な
り
ま
し
た
︒普
通
の
⾼
校

⽣
活
と
は
違
ỵ
た
３
年
間
と
な
り
ま

す
が
︑残
さ
れ
た
貴
重
な
１
年
を
友
⼈

や
先
⽣
⽅
と
悔
い
な
く
︑過
ご
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
︒最
後
ま
で
楽
し
い

思
い
出
を
作
ỵ
て
笑
顔
で
卒
業
で
き

ま
す
よ
う
に
！ 

３
年
普
通
科 

 

先
⽇
の
保
護
者
会
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
︒学
級
懇
談
会
で
は
︑現
状
や

受
験
に
向
け
て
今
後
の
⽇
程
な
ど
お

話
い
た
だ
き
︑⼤
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
︒家
庭
で
も
し
ỵ
か
り
サ
ポ
ổ
ト
し

た
い
と
思
い
ま
す
︒ 

３
年
普
通
科 

 

修
学
旅
⾏
代
替
⾏
事
の
グ
リ
ổ
ン

ラ
ン
ド
楽
し
か
ỵ
た
よ
う
で
す
︒少
し

で
も
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
︑あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

              

３
年
普
通
科 

 

グ
リ
ổ
ン
ラ
ン
ド
︑体
育
⼤
会
を
終

え
て
︑ホ
ỿ
と
し
て
い
ま
す
︒コ
ロ
ナ

の
影
響
で
普
通
に
⾏
事
と
し
て
で
き

る
こ
と
が
こ
と
ご
と
く
制
限
さ
れ
て

毎
回
不
安
な
中
︑今
回
は
ど
う
な
ん
だ

ろ
う
と
思
い
︑結
局
で
き
な
か
ỵ
た
こ

と
ば
か
り
︒最
後
に
︑開
催
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
︒最
近
︑少
し
ず
つ

進
学
に
向
け
て
ス
タ
ổ
ト
を
切
ỵ
て

い
る
感
じ
が
し
ま
す
︒で
も
携
帯
と
は

な
か
な
か
サ
ヨ
ナ
ラ
が
で
き
な
い
よ
う

で
す
︒ 

３
年
普
通
科 

 

夏
休
み
︑志
望
す
る
⼤
学
の
オ
ổ
プ

ン
キ
ἀ
ン
パ
ス
を
申
し
込
ん
だ
よ
う

で
す
︒親
⼦
で
⾏
ỵ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
︒⾼
校
最
後
の
夏
︑複
数
の
⼤
学

の
中
か
ら
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒ 

３
年
普
通
科 

 

⽂
徳
点
描
を
じ
ỵ
く
り
読
ん
で
い

た
ら
︑﹁
早
く
読
ん
で
︑
早
く
返
信

を
書
い
て
！
﹂
と
⾔
ỵ
て
き
ま
し

た
︒
さ
て
は
︑
何
⽇
も
出
さ
な
か
ỵ

た
な
︑
お
前
さ
ん
！
締
切
過
ぎ
て
も

知
ら
な
い
ぞ
！
重
要
な
提
出
物
を
忘

れ
る
癖
が
つ
く
ぞ
！
と
怒
ỵ
て
も
︑

怒
り
⾜
り
な
い
！
も
う
３
年
⽣
！               

編
集
後
記 

 

⾼
校
総
体
・
総
⽂
祭
の
写
真
を
載

せ
ま
し
た
が
︑⼀
⼈
ひ
と
り
の
本
当
の

頑
張
り
は
紙
⾯
で
は
伝
え
き
れ
ま
せ

ん
︒そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
残
る
思
い
を
⼤

切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
︒ 

 

保
護
者
の
皆
様
の
サ
ポ
ổ
ト
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

ご
家
庭
よ
り 

崇城⼤学前駅で学校紹介動画を撮る様⼦ 

教育実習の様⼦ 

ソフトテニスの応援をする保護者さん 

男⼦ソフトボール部の試合の様⼦ 

前期中間考査の様⼦ 

⽂徳会合同理事会の様⼦ 
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